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【目的】マ メ 科植物 と根粒 菌の 共生系 にお い て 、根粒の 形成 過程 に直接 関与する 植

物側の 遺伝子 お よ びそ の 分 子 機構 につ い て の 知見 は殆ど得られ て いな い 。 そ こ で 、

マ メ科植物で ある レ ンゲソ ウ A．stragalus 　sinicus　cv ．　Japanとその 根粒菌 Mesorhizobium

huakuii　subsp ．　rengei 　B3 株 によ っ て 形成される 根粒中で 強 く発現 する レン ゲ ソウの 遺

伝 子を ス ク リー＝ ング した 。 その 結果得 られ た、 ダイナ ミ ンと高い相 同性 を示 す新

規遺伝子 ，
・isDHI（衂 rα gα ’髭∫ 豌 c 疏超 ynamin　homolog⊥）につ い ての 解析を 目的とした 。

【方法及 び結 果】RACE 法 によ りこ の 遺伝子は 全長 3435 塩基 で あ り 930 ア ミ ノ酸

残基 の タ ンパ ク質 を コ ー ドして い る とが推定された 。 また 、 レ ン ゲソ ウの ゲノ ム

DNA を種 々 の制限酵素で 消化 し電気泳動後、　 AsDHI の 全長 cDNA をプロ
ーブと し

て サザ ン解析を行 っ た結果、AsDilJ は レンゲソ ウゲ ノ ム 中に 1 コ ピ
ー

存在 する事が

示唆され た 。 この ．・tSDHI の全 長 cDNA をプロ
ー ブと して根粒菌感染約 1 ヶ 月後 の

根 粒 と発芽 5 日目の芽生え につ いて ノーザン解析 した 。 その 結果、AsDHJ が根粒内

で 強く発現 して いる こ とが分 か っ た 。 さ らに AsDHI の 根粒内で の 発現を、　 in・situ ハ

イ ブリダイゼー シ ョ ン法 によ り観察 した 。 その 結果、根 粒先端 部 にある分裂組織付

近 で シグ ナル が観察 された 。
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区目的】マ メ科植 物 と根粒 菌の 共生 関係 の 成立に あた っ て 、 根粒菌が分泌す る重 要

な シ グナル 物 質で ある Nod フ ァ ク タ ーがフ ラ ボ ノイ ド合 成系 の 鍵酵 素で あ るカ ル コ

ン シ ン タ
ーゼ を コ ー ドす る CHS 遺伝子 を発現誘 導す る こ とが 分 っ て い る。

　C認 遺伝

子 は病原菌感 染 時 に も発 現誘 導 され 、抗菌性物 質で ある フ ァ イ トア レ キ シ ン を合成

して い るが 、 根粒菌感染時に お ける CHS 遺伝子 の 発現制御機構 は 現在の とこ ろ知 ら

れ て い ない
。
CHS 遺伝子 は遺伝子 フ ァ ミ リ

ー
を形成 して お り、それ ぞれ の （）HS 遺伝

子 が別 の 機構で 制御 されて い る と考え られて い る。 本 研究で は根粒 菌感染時にお け

る CHS 遺伝子の 転写調節機構 を明 らか に し 、 共生の 初期段 階にお ける シグナル トラ

ン ス ダク シ ョ ン の 関連を明 らか にす る こ とを 目的 とす る 。

置方法及 び結果 】共生系 の モ デ ル 材料 と して レ ン ゲ ソ ウ Astragalus　sinicus 　cv ．　Japan

とそ の 根粒菌 醜 30 融 20伽 〃2 加 σ舷∫’subsp ．　rengei 　B3 株 を用 い た 。 根粒菌 を感染 させ

た組織か ら totalRNTAを抽出 し、
ホモ ロ ジープ ライ マ

ー を用い て RT −PCR に よ り CHS
遣 伝子 の 保 存配列 部 を ク ロ

ー ニ ン グ した 。 ま た 、 そ の 配 列 よ り特異的 プ ライ マ ー を

作 成 し 、 3 ’RACE 法 に よ り 3
’
UTR ．に異なる配列 をもつ （］US 遺伝子 を 2種 類ク ロ

・一
ニ

ン グ した 。 そ の 後 、 そ れ ら 2 つ の CHS 遺伝 子 の 根粒 菌感 染時 に お ける発現 蓄積 量 を

ノ
ーザ ン解析 、Rr −PCR で 調 べ た 。
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